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　12月19日に開催されたママ友会議では、子育
てをし

ながらの働き方や近況などについて交流しまし
た。

　この中で子育て真っ最中のＡさんが来年度も
引き続

き女性部の常任としてがんばることを決意しま
した。

　また、人事相談には10数名が参加し、個別の
事情や

自己申告書の書き方などについて相談しました
。学期

末の忙しい時期にも関わらず参加された方や一
緒に相

談に乗るために来られた支部専門部の役員の方
々、お

疲れ様でした。なかなか集まれない状況でも信
頼され

る組合として大阪市教の大切さを実感していま
す。

　今年もあなたの職場で仲間をまず１人、増や
しまし

ょう！

ママ友会議、人事相談
信頼される組合

　

第
23
回
マ
マ
友
会
議

を
12
月
19
日
に
開
催
し

12
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

代
、
政
権
交
代
で
命
を

守
る
政
治
を
実
現
し
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

大
阪
労
連
・
大
阪
市

地
区
協
議
会
は
12
月
17

日
団
結
望
年
会
を
開

き
、
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
起
草
委
員
長
・
関

西
学
院
大
学
教
授
冨
田

宏
治
さ
ん
が
「
２
０
２

０
年
の
振
り
返
り
と
今

後
の
展
望　

住
民
投
票

勝
利
・
核
兵
器
禁
止
条

約
発
効
を
踏
ま
え
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。

　

冨
田
氏
は
、
破
竹
の

る
可
能
性
を
生
み
す
こ

と
を
期
待
」「
分
断
を

乗
り
越
え
、
困
難
で
あ

っ
て
も
と
り
く
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と

り
わ
け
、
緊
急
の
目
標

で
あ
る
核
兵
器
の
廃
絶

に
お
い
て
」。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
に

背
を
向
け
る
被
爆
国
政

府
、
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
を

迫
る
世
論
と
運
動
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

「
コ
ロ
ナ
は
た
だ
の
風

邪
」
と
し
た
が
、
大
阪

の
医
療
崩
壊
の
原
因
は

「
大
阪
維
新
の
会
」
の

公
務
員
削
減
、
医
師
・

看
護
師
な
ど
の
病
院
職

員
半
減
、
衛
生
行
政
職

員
24
％
削
減
、「
二
重

行
政
」
と
し
て
衛
生
研

究
所
研
究
職
の
32
％
削

減
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
。
財
源
も
権
限
も
な

い
特
別
区
設
置
で
は
な

く
大
阪
市
の
存
続
を
決

め
た
住
民
投
票
反
対
多

数
の
意
義
を
強
調
し
ま

し
た
。

３
連
勝
と
し
て
、
①
核

兵
器
禁
止
条
約
の
発

効
、
②
「
大
阪
都
構

想
」
住
民
投
票
反
対
で

勝
利
、
③
米
大
統
領
選

挙
で
ト
ラ
ン
プ
敗
北
を

あ
げ
ま
し
た
。
新
自
由

主
義
・
緊
縮
政
策
に
よ

る
貧
困
、
自
国
中
心
主

義
、
軍
事
費
を
削
っ
て

コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

冨
田
氏
は
国
連
軍
縮

担
当
上
級
代
表
の
中
満

泉
氏
が
、
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
in
Ｎ
Ｙ
（
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
）
で
行

っ
た
発
言
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
「
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
が
、
一
方
で
社
会

や
組
織
や
個
人
な
ど
私

た
ち
全
員
を
団
結
さ
せ

　

進
歩
と
革
新
を
め
ざ

す
大
阪
の
会
（
大
阪
革

新
懇
）
は
12
月
５
日
、

講
演
と
文
化
の
つ
ど
い

を
開
き
ま
し
た
。
太
平

洋
戦
争
開
戦
日
の
12
月

８
日
前
後
に
毎
年
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
行
事
は
、
ユ
ニ

オ
ン
関
西
21
世
紀
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
弦
楽

共
助
・
公
助
」
と
市
民

に
は
自
己
責
任
を
強
要

し
、
は
む
か
う
学
者
は

黙
ら
せ
る
（
日
本
学
術

会
議
）。

　

ア
メ
リ
カ
の
戦
闘
機

を
２
兆
４
８
０
０
億
円

で
購
入
、
株
価
の
維
持

に
は
全
力
を
上
げ
る
。

　

日
本
の
幸
福
度
ラ
ン

キ
ン
グ
は
62
位
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

１
２
１
位
、
１
人
当
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
26
位
（
２
０

０
０
年
は
２
位
）
で
、

衰
退
途
上
と
指
摘
し
ま

し
た
。

脱
新
自
由
主
義

野
党
の
合
意
に

　

大
資
本
が
目
先
の
利

益
を
求
め
る
新
自
由
主

義
経
済
の
下
で
乱
開
発

が
行
わ
れ
、
新
し
い
ウ

イ
ル
ス
が
も
た
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
気
候
変

動
、
最
貧
困
層
の
世
界

的
急
増
の
も
と
で
新
自

由
主
義
か
ら
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
保
法
廃
止
・
立
憲

主
義
回
復
・
個
人
の
尊

厳
を
擁
護
す
る
政
治
を

掲
げ
た
市
民
運
動
か
ら

「
選
択
肢
」
の
提
示
が

求
め
ら
れ
、「
脱
新
自

由
主
義
」
が
野
党
の
合

意
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

衆
議
院
の
任
期
満
了

は
２
０
２
１
年
10
月
21

日
。
分
断
さ
れ
た
自
己

責
任
の
社
会
か
ら
互
い

に
支
え
あ
う
社
会
を
つ

く
る
。
市
民
の
取
り
組

み
こ
そ
が
政
治
を
変
え

る
根
本
の
土
台
。
市
民

と
野
党
の
力
で
政
権
交

四
重
奏
で
「
Ｇ
線
上

の
ア
リ
ア
」
は
じ
め

ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
や
ポ

ッ
プ
ス
曲
も
。
チ
ェ

ロ
奏
者
は
市
民
に
生

演
奏
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
喜
び
を
語

り
、
参
加
者
か
ら

「
久
し
ぶ
り
に
生
演

奏
が
聴
け
、
と
て
も

幸
せ
な
気
持
ち
に
な

れ
ま
し
た
」
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
川
康
宏
神
戸
女
学

院
大
教
授
が
「
コ
ロ
ナ

危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
社
会
を
ど
う
つ
く
っ

て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
ま
し
た
。

　

石
川
教
授
は
、
備
え

も
な
く
、
対
応
も
的
外

れ
の
政
府
で
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
」
と
闘
え
な
い

と
指
摘
。
マ
ス
ク
・
防

護
服
が
な
い
。
細
ら
さ

れ
て
い
た
感
染
症
対

策
、
医
療
体
制
（
医
療

費
抑
制
）、
保
健
所
。

「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
か

ら
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
」
へ
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
ま
る
で
少
な
い
。

　

菅
首
相
は
「
自
助
・

国
一
斉
休
校
」
と
い
う

「
人
災
」
か
ら
始
ま
っ

た
今
学
期
を
振
り
返

り
、
大
人
の
都
合
で
振

り
回
さ
れ
た
子
ど
も
た

ち
へ
の
影
響
や
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

ね
ら
い
、
問
題
点
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
事
異
動
に

つ
い
て
大
阪
市
教
が
取

り
組
み
獲
得
し
た
事
項

も
確
認
し
ま
し
た
。
転

勤
の
相
談
に
も
応
じ
、

組
合
員
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
ま
し
た
。

　

職
場
交
流
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
職
場
の
様
子

や
課
題
を
た
く
さ
ん
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
参
加
の
４
月
に
復

帰
を
控
え
た
マ
マ
さ
ん

か
ら
は
「
今
現
在
の
職

場
の
状
況
が
わ
か
っ
て

よ
か
っ
た
」
と
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
マ

マ
友
会
議
が
重
要
な
情

報
交
換
や
、
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
も

っ
と
仲
間
を
増
や
し
、

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
次
回
は
３
月
20

日
（
土
・
祝
）
で
す
。

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
時

期
、
職
場
復
帰
や

転
勤
な
ど
の
相
談

も
あ
る
の
で
は
と

思
い
実
施
を
決
め

ま
し
た
。

　

最
初
に
、
学
習

と
し
て
宮
城
委
員

長
に
、
こ
の
間
の

教
育
情
勢
を
語
っ

て
も
ら
い
、「
全

明けまして　　
　おめでとう　
　　ございます

大阪市教本部執行部
２月11日（木） 13：30

たかつガーデン

「建国記念の日」不承認
大阪府民のつどい

○�冷たく分断された自己責任・
金次第の社会でなく
○互いに支えあう社会を
○�「私を助ける政治を私がつく
る」、市民の取り組みこそが
政治を変える根本の土台

１．立憲主義の再構築
２．民主主義の再生
３．透明性のある公正な政府の確立
４．新自由主義の経済からの転換
５．自己責任社会から支えあう社会
６．いのちを最優先する政策の実現
７．週40時間働けば人間らしい生活
８．子ども・教育予算の大胆な充実
９．ジェンダー平等
10．分散ネットワーク型の産業構造
11．原発のない社会と自然エネルギー
12．持続可能な農林水産業の支援
13．平和国家として国際協調体制
14．沖縄県民の尊厳の尊重
15．東アジアの共生、平和、非核化

立憲野党の政策に対する市民連合
の要望書　いのちと人間の尊厳を
守る「選択肢」の提示を

第32回青年フェスタ
◇レポート交流会
　○学校行事～コロナの中で
　○私の働き方
　○みんなdeしゃべりば
　○クラスづくり・授業づくり
　○特別支援学級・学校
◇実技講座
　○臨時教職員制度　○不登校
　○高校の生活指導　○絵本
　○保護者との関わり　○ICT
　○たのしい算数　○特別支援
２月13日（土）10時～17時
たかつガーデン（上六・谷九）

政
権
交
代
で
命
を
守
る

政
治
の
実
現
を
コ
ロ
ナ
危
機
を

乗
り
越
え
る

核
兵
器
禁
止
条
約
１
／
22
発
効

日
本
政
府
に
批
准
を
迫
ろ
う

団結望年会

第23回
ママ友会議

４
月
復
帰
に
む
け
参
加

職
場
の
状
況
、異
動


